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まえ がき

この講究録は、 1999年 3月 8日 $-10$ 日の期間、 京都大学数理解析研究所におい

て行なわれた研究集会の講演を基にした報告集である。研究集会での発表件数は 24件

であり、講演内容は代数的半群に関する講演が 6件、誤り訂正符号理論に関する講演が

3件、代数的符号理論に関する講演が 1件、数理論理学に関する講演が 5件、項書換系

理論に関する講演が 3件、形式言語学およびオートマトン理論に関する講演が 4件、 グ

ラフ理論に関する講演が 1件、 プログラミングの実践に関する講演が 1件であった。 こ

の研究集会は 1989年 3月に開催された共同研究集会「代数的コード理論と関連分野」
$\text{、}$

1991年 10月に開催された共同研究集会「代数的コード理論および語の組合せ論」
$\text{、}$

$1994$ 年 11月に開催された共同研究集会「半群・形式言語および語の組合せ論」 お

よび 1996年 2月に開催された共同研究集会「半群・形式言語と計算機システム」 の

継続であった。回を増すごとに講演件数、 参加者数とも増加してきており、 わが国に於

けるこの方面の研究の進展が感じられる。 2000年 3月には京都産業大学に於いて開

催の国際会議 The Third Intemafional Colloquium on Words, Languages and Combinatorics に先

立ち、共同研究集会「代数系, 形式言語および計算理論」 を開催する予定である。 この

分野の研究の振興への協力に対して、 数理解析研究所に感謝したい。

1999年 6月

伊藤 正美
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